
救
援
第
一
陣
を
い
か
に
早
く

　

月　

日
に
行
わ
れ
た
訓
練
は
、
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町
全
域
が
集
中
豪
雨
に
よ
り
美
国
小

泊
地
区
で
大
規
模
な
地
滑
り
、
神
岬

沼
前
地
区
で
崖
崩
れ
が
発
生
し
、
国

道
２
２
９
号
が
寸
断
。
ま
た
、
悪
天

候
に
よ
り
空
か
ら
の
救
援
も
出
来
な

い
こ
と
を
想
定
し
て
行
わ
れ
、
小
樽

海
上
保
安
部
や
陸
上
自
衛
隊
第　

特
11

科
隊
、
海
上
自
衛
隊
余
市
防
備
隊
、

小
樽
開
発
建
設
部
、
後
志
総
合
振
興

局
な
ど
の
国
や
道
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
や
北
電
な
ど
、　

の
関
係
機
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関
、
総
勢
２
２
９
人
が
参
加
し
ま
し

た
。午

前
８
時　

分
、
松
井
町
長
を
本

30

部
長
と
す
る
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。

災
害
派
遣
要
請
を
受
け
た
関
係
機
関

の
第
一
陣
の
要
員
を
乗
せ
た
小
樽
海

保
の
巡
視
船
「
え
さ
ん
」
と
、
海
自

余
市
防
備
隊
の
ミ
サ
イ
ル
艇
「
く
ま

た
か
」
が
小
樽
港
と
余
市
港
か
ら
美

国
港
沖
へ
急
行
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
美
国
救
難
所
の
漁
船
６

隻
に
よ
る
要
員
や
資
機
材
の
輸
送
を

試
み
ま
し
た
が
、
う
ね
り
が
あ
っ
た

た
め
中
止
し
、
小
樽
海
保
の
巡
視
艇

「
す
ず
か
ぜ
」に
乗
り
換
え
て
の
上
陸

と
な
り
ま
し
た
。

午
後
２
時
に
は
、
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
各
機
関
の
指
揮
所

の
設
置
が
完
了
し
、
直
ち
に
被
害
状

況
や
対
策
の
方
針
を
確
認
す
る
合
同

対
策
会
議
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
行
わ
れ
た
訓
練
総
評
で
は
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
し
た
場
合
の

救
援
方
法
に
つ
い
て
の
課
題
や
訓
練

の
定
期
的
な
開
催
が
必
要
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

現
実
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

当
町
で
は
、
町
職
員
や
消
防
職
員
、

消
防
団
員
な
ど
約
２
０
０
人
の
体
制

で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

外
部
か
ら
の
迅
速
な
救
援
が
不
可
欠

で
あ
る
た
め
、
今
後
も
こ
う
し
た
訓

練
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

柳
町
地
区
住
民
の
避
難
訓
練
も

こ
の
訓
練
に
併
せ
、
美
国
川
が
危

険
水
位
に
達
し
、
堤
防
が
決
壊
す
る

恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
か
ら
供
用
が
開
始
さ
れ
て
い

る
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
機
と
屋
外
拡
声
器

を
利
用
し
て
、
午
前　

時　

分
、
美
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国
町
柳
町
地
区
に
避
難
勧
告
を
発
令
。

同
地
区
の　

世
帯　

人
が
参
加
し
、

13

16

避
難
場
所
の
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
へ

移
動
し
ま
し
た
。
こ
の
日
訓
練
に
参

加
し
た
村
上
榮
枝
さ
ん
は
、「
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
に
訓
練
に
参
加
し
て

覚
え
て
お
か
な
い
と
。」
と
、
ま
た
、

木
村
政
子
さ
ん
は
、「
柳
町
は
高
齢
者

が
多
く
、
大
雨
が
降
る
と
川
の
氾
濫

が
不
安
で
す
。
こ
の
よ
う
な
訓
練
は

非
常
に
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ－

ア
ラ
ー
ト
）に
よ
る
津
波
情
報

を
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
機
と
屋
外
拡
声
器

12

災
害
時
に
備
え

外
部
救
援
体
制
を
強
化

　

積
丹
町
は
、
国
道
が
寸
断
さ
れ
る
と
町
全
体
が
孤
立
し
や
す
い
半
島
先
端

の
立
地
に
あ
る
た
め
、
陸
路
と
空
路
が
途
絶
す
る
災
害
発
生
時
に
備
え
、
海

か
ら
の
救
援
ル
ー
ト
や
国
・
道
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
初
動
体
制
の
迅
速
な

確
立
と
連
携
強
化
を
図
る
た
め
の
「
災
害
時
孤
立
集
落
救
援
対
応
訓
練
」
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

美国漁港沖でのミサイル艇から巡視艇への要員の乗り換え

▲ 合同対策会議

▲ 文化センターに避難する柳町地区の方々



に
よ
り
、
町
内
全
世
帯
に
配
信
し
、

情
報
の
伝
達
具
合
の
確
認
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
美
国
婦
人
会
（
戸
来

和
子
会
長
）
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、

訓
練
参
加
者

　

人
分
の
お

30ぎ
り
と
鮭
の

三
平
汁
の
炊

き
出
し
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

自
衛
隊
　
特
科
隊
に
よ
る
　

11

ヘ
リ
輸
送
訓
練

美
国
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、

陸
上
自
衛
隊
第　

特
科
隊
に
よ
る
ヘ

11

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
中
輸
送
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
自
衛
隊
が
災
害
派
遣
活
動

で
使
用
す
る
装
備
品
や
東
日
本
大
震

災
被
災
地
で
の
派
遣
活
動
の
写
真
の

展
示
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
頃
、
あ
ま
り
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
訓
練
や
災
害
救
助
の
装
備

品
を
一
目
見
よ
う
と
、
美
国
小
学
校

の
児
童
や
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
多

く
の
方
が
見
学
に
訪
れ
、
隊
員
の
説

明
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
同
隊
の
機
材
で
の
炊

き
出
し
も
行
わ
れ
、
避
難
訓
練
に
参

加
し
た
柳
町
地
区
の
皆
さ
ん
や
見
学

者
に
お
に
ぎ
り
と
サ
ラ
ダ
が
提
供
さ

れ
ま
し
た
。 

香
美
市
と
災
害
時
相
互
応
援

協
定
を
締
結

　

月　

日
、
高
知
県
香
美
市
と
積

10
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丹
町
は
、
両
市
町
の
い
ず
れ
か
の
地

域
に
お
い
て
、
地
震
等
の
大
規
模
な

災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
相
互
応
援

活
動
に
つ
い
て
定
め
た
「
災
害
時
相

互
応
援
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

同
市
庁
舎
で
行
わ
れ
た
締
結
式
に

は
、
門 

香
美
市
長
、
西
村
同
市
議

会
議
長
、
西
山
姉
妹
都
市
友
好
都
市

交
流
推
進
協
議
会
会
長
な
ど
５
人
、

本
町
か
ら
は
奥
山
副
町
長
、
田
村
副

議
長
、
佐
藤
晃
議
員
な
ど
４
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

協
定
の
内
容
は
、
職
員
の
派
遣
や

必
要
な
資
機
材
及
び
物
資
の
提
供
な

ど
、
相
互
の
応
援
に
よ
る
応
急
措
置

等
の
円
滑
な
遂
行
を
定
め
て
い
ま
す
。

門 

市
長
は
、「
今
回
の
積
丹
町
と

の
協
定
の
締
結
を
大
変
心
強
く
思
い

ま
す
。」
と
、
ま
た
、
奥
山
副
町
長
は
、

「
北
と
南
の
離
れ
た
両
市
町
だ
か
ら

こ
そ
有
効
な
協
力
が
行
わ
れ
る
と
思

い
ま
す
。」
と
挨
拶
し
、
両
市
町
の
住

民
の
安
心
安
全
の
確
保
の
実
現
の
た

め
、
相
互
の
協
力
提
携
を
惜
し
ま
な

い
こ
と
を
確
か
め
合
い
ま
し
た
。
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赤十字災害救援車　　　 

　　　『博愛号』が新しく

　９月21日、日本赤十字社北海道支部から、

災害や事故などが発生した場合の災害救援

活動や地域の赤十字活動事業を推進するた

め、赤十字災害救援車『博愛号』（ニッサンラ

イトバン、総排気量１６００ｃｃ）が寄贈配

備されました。

避難・防災訓練用のぼり
・ ・ ・

旗寄贈

　道消防協会後志支部余市分会（二川春雄分会

長・赤井川消防団長）は、学校での避難訓練に

役立ててもらおうと、町内の各小学校に「避難

集合場所」と記したのぼりを寄贈しました。

　９月26日、今井積丹消防団長が井平教育長

を訪れ、「東日本大震災がもたらした甚大な

被害から、改めて避難訓練の重要性を痛感し

ました。各小学校の避難訓練などに役立て

てくださ

い。」と、

手渡しま

した。

▲ 門 香美市長梢左 　奥山副町長梢右 


